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参加者：菊池 隈部 川田 近藤 安藤 斎藤 植村 澤 吉田 川西 中倉 西山 小林 蔵部 楠原 

    門池 岸田 捧  勝沼 小林 田子 栗原 山崎 加藤 久保田 山口 瀬端 

 

 
 

０．菊池先生からのお話 

子どもたちが楽しく学習する中で自己評価も進めていってほしい。 

 

１．いろはのい（西山先生） 

水泳の実施方法 授業・夏季・検定について各校の情報を共有 

 

２．今年度のゲーム内容について 

（１）ゲーム決定のプロセス 

前回８つのゲーム提案があった。また、これまでのゲーム部のゲームも参考にして協議した。 

【ゲーム検討の視点】 

①グリッドの有無→ゴール型（手）では技能が足よりも容易のため、無しでいく 

②得点役の有無→運動量の差が出てしまうため、今年度は無しでいく 

③ゴールが動くこと→ゴールが固定されていることで、動きの方向性を考えやすいので、動かさない 

④ゲームとしてすぐに楽しめるか 

以上を検討し、「ペットボール」を基にして行っていく。 

はじめの規則や、規則の工夫例を次回の部会で検討していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）自己評価について 

 

 

 

 



 

リレーの学習の際、チーム決めを自分たちでやらせてみたところ、「次はチームを変えたい」という振り返りが一 

切出てこなかった。自己決定させることで学習に対して肯定的な振り返りが増え、前向きに取り組めた。 

 

 

 

 

 

リレー学習 

吉田学級の実践の写真 



 
 

◎安藤先生 

課題並列的な学習過程をやっていくだけでなく、学習課題を回る中で、適正な学習課題が選べているか、 

教師側が見とることが自己評価のモデリングになる。 

 

◎菊池先生 

集団対集団。チームと個人の自己評価についても考えていかなくてはならない。 

 

 

 

 

文責：瀬端（中央区立佃島小学校） 


